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⽇
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2
１
．
基
準
地
震
動

S
sの

策
定
の
概
要

【
敷
地
周
辺
の
地
震
発
生
状
況
】

○
文
献
調
査
に
よ
る
被
害
地
震
抽
出

○
地
震
の
分
類

⇒
内
陸
地
殻
内
地
震
に
着
目

各 種 調 査

【
敷
地
周
辺
の
活
断
層
の
分
布
】

○
文
献
調
査
、
変
動
地
形
学
的
調
査
、

地
表
地
質
調
査
及
び
地
球
物
理

学
的
調
査
等
の
実
施
結
果

⇒
震
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層
の

把
握

【
地
下
構
造
モ
デ
ル
の
策
定
】

○
試
掘
坑
内
弾
性
波
試
験
等
の
結
果

⇒
解
放
基
盤
表
面
の
設
定

○
反
射
法
探
査
、
微
動
ア
レ
イ
観
測

及
び
Ｑ
値
測
定
等
の
実
施
結
果

⇒
速
度
構
造
及
び
減
衰
定
数
の
設
定

敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動

【
検
討
対
象
地
震
の
選
定
】

○
M

w
6.

5以
上
の

2地
震

⇒
20

00
年
鳥
取
県
西
部
地
震
を

観
測
記
録
の
収
集
対
象
と
し
て
選
定

○
M

w
6.

5未
満
の

14
地
震

⇒
震
源
近
傍
の
観
測
記
録
を
収
集

震
源
を
特
定
せ
ず
策
定
す
る
地
震
動

【
検
討
用
地
震
の
選
定
】

○
M
－
Δ図

に
よ
る
検
討

○
N

od
a 

et
 a

l.(
20

02
)に
よ
る
検
討

⇒
敷
地
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
震
を
複
数
選
定

・
Ｃ
断
層

・
三
方
断
層

・
白
木
－
丹
生
断
層

・
大
陸
棚
外
縁
～
Ｂ
～
野
坂
断
層

・
安
島
岬
沖
～
和
布
－
干
飯
崎
沖
～
甲
楽
城
断
層

・
甲
楽
城
沖
断
層
～
浦
底
断
層
～
池
河
内
断
層
～
柳
ヶ
瀬
山
断
層

検 討 用 地 震

の 選 定

【
地
震
発
生
層
の
評
価
】

○
地
盤
速
度
構
造
に
よ
る
検
討

○
微
小
地
震
記
録
を
用
い
た
検
討

⇒
断
層
上
端
深
さ
の
設
定

【
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
に
基
づ
く
地
震
動
評
価
】

○
N

od
a 

et
 a

l.(
20

02
)等
に
よ
る
評
価

地 震 動 の 評 価
【
断
層
モ
デ
ル
を
用
い
た
手
法
に
よ
る
地
震
動
評
価
】

○
統
計
的
グ
リ
ー
ン
関
数
法
と
理
論
的
方
法
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
合
成
法
に
よ
る
評
価

【
活
断
層
の
連
動
の

不
確
か
さ
の
考
慮
】

○
影
響
評
価
を
実
施

・
安
島
岬
沖
断
層
～
（
略
）

～
浦
底
断
層
～
（
略
）

～
関
ヶ
原
断
層

【
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
の
設
定
】

○
M

w
6.

5以
上

⇒
20

00
年
鳥
取
県
西
部
地
震
の

賀
祥
ダ
ム
の
観
測
記
録
を
使
用

○
M

w
6.

5未
満

⇒
20

04
年
北
海
道
留
萌
支
庁
南
部
地
震

の
基
盤
地
震
動
の
検
討

○
不
確
か
さ
の
考
慮

基 準 地 震 動

の 策 定

【
基
準
地
震
動

Ss
-1
】

○
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
に
基
づ
く
地
震
動

評
価
結
果
に
よ
る

（
水
平

75
0G

al
）

【
基
準
地
震
動

Ss
-2
～

Ss
-1

9】
○
断
層
モ
デ
ル
を
用
い
た
手
法
に

よ
る
地
震
動
評
価
結
果
に
よ
る

（
水
平
最
大

99
3G

al
）

【
基
準
地
震
動

Ss
-2

0～
Ss

-2
2】

○
活
断
層
の
連
動
の
不
確
か
さ
を

考
慮
し
た
ケ
ー
ス
の
地
震
動
評
価

結
果
に
よ
る

【
基
準
地
震
動

Ss
-2

3～
Ss

-2
4】

○
20

00
年
鳥
取
県
西
部
地
震
及
び

20
04
年
北
海
道
留
萌
支
庁
南
部

地
震
の
地
震
動
に
よ
る

超 過 確 率

の 参 照

【
超
過
確
率
の
参
照
】

○
Ss

-1
･･
･水
平
方
向
：

10
-4
～

10
-5
程
度

○
Ss

-2
3～

Ss
-2

4･
･･
水
平
方
向
・
鉛
直
方
向
：

10
-4
～

10
-6
程
度

鉛
直
方
向
：
短
周
期
側
で

10
-4
～

10
-5
程
度
、
長
周
期
側
で

10
-5
～

10
-6
程
度



3

■
敷
地
周
辺
に
お
け
る
主
な
地
震
を
分
類
し
、
敷
地
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
検
討

○
過
去
の
被
害
地
震

「
日
本
被
害
地
震
総
覧

5
9
9
-
2
0
1
2
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
震
度
分
布
図
及
び
気
象
庁
が
公
表
し
て
い
る
震
度
分
布
図
に
よ
る
と
、
敷
地
で
震
度
Ⅴ
以
上

で
あ
っ
た
地
震
に
は
、

1
5
8
6
年
畿
内
・
東
海
・
東
山
・
北
陸
諸
道
の
地
震
、

1
6
6
2
年
山
城
・
大
和
・
河
内
・
和
泉
・
摂
津
・
丹
後
・
若
狭
・
近
江
・
美
濃
・
伊
勢
・

駿
河
・
三
河
・
信
濃
の
地
震
、

1
8
9
1
年
濃
尾
地
震
、

1
9
0
9
年
江
濃

(姉
川

)地
震
、

1
9
2
7
年
北
丹
後
地
震
及
び

1
9
6
3
年
越
前
岬
沖
地
震
が
あ
る
。

ま
た
、
被
害
地
震
か
ら
想
定
さ
れ
る
地
震
に
つ
い
て
、
規
模

M
と
震
央
距
離
Δ
及
び
敷
地
で
想
定
さ
れ
る
震
度
の
関
係
か
ら
、
上
記

6
地
震
以
外
に
敷
地
で

震
度
Ⅴ
以
上
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
被
害
地
震
と
し
て
、

7
4
5
年
美
濃
の
地
震
、

1
1
8
5
年
近
江
・
山
城
・
大
和
の
地
震
、

1
3
2
5
年
近
江
北
部
の
地
震
、

1
8
1
9
年
伊
勢
・
美
濃
・
近
江
の
地
震
及
び

1
9
4
8
年
福
井
地
震
が
挙
げ
ら
れ
る
。

○
内
陸
地
殻
内
地
震

震
度
Ⅴ
以
上
の
被
害
地
震
は
、
陸
域
の
活
断
層
と
の
関
連
や
地
震
の
発
生
深
さ
か
ら
し
て
、
い
ず
れ
も
内
陸
地
殻
内
地
震
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

抽
出
さ
れ
た
被
害
地
震
と
活
断
層
に
つ
い
て
、
規
模
と
距
離
の
観
点
か
ら
敷
地
へ
の
影
響
を
検
討
す
る
。

○
プ
レ
ー
ト
間
地
震

敷
地
周
辺
地
域
で
は
、
プ
レ
ー
ト
間
地
震
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
、

1
8
5
5
年
遠
州
灘
の
地
震
や

1
9
0
6
年
三
重
県
沖
の
地
震
が
発
生
し
て
い
る
。

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
に
沿
っ
て
Ｍ

8
ク
ラ
ス
の
プ
レ
ー
ト
間
地
震
が
繰
り
返
し
発
生
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
地
震
は
い
ず
れ
も
敷
地
か
ら

2
0
0
km
を
超
え
る

範
囲
で
発
生
し
て
お
り
、
敷
地
で
震
度
Ⅴ
以
上
が
想
定
さ
れ
る
地
震
は
な
い
こ
と
か
ら
、
敷
地
へ
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
く
な
い
。

○
ス
ラ
ブ
内
地
震

敷
地
周
辺
地
域
で
は
、
沈
み
込
ん
だ
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
内
で
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
陸
域
の
や
や
深
い
地
震
と
し
て

1
9
5
2
年
吉
野
地
震
や

1
9
9
4
年
滋
賀
県
中
東
部
の
地
震
等
が
該
当
し
、
そ
れ
ら
の
地
震
の
多
く
が
近
畿
中
南
部
で
発
生
し
て
お
り
、
敷
地
で
震
度
Ⅴ
以
上
が
想
定
さ
れ
る

地
震
は
な
い
こ
と
か
ら
、
敷
地
へ
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
く
な
い
。

○
ア
ウ
タ
ー
ラ
イ
ズ
地
震

海
溝
軸
周
辺
で
発
生
し
た
地
震
と
し
て
、

2
0
0
4
年
紀
伊
半
島
南
東
沖
地
震
が
該
当
す
る
が
、
敷
地
か
ら

2
0
0
km
を
超
え
る
範
囲
で
発
生
し
て
お
り
、

敷
地
へ
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
く
な
い
。

○
そ
の
他
の
地
震

敷
地
周
辺
地
域
で
は
、
上
記

4
種
類
の
地
震
の
い
ず
れ
に
も
分
類
さ
れ
な
い
特
徴
的
な
地
震
は
発
生
し
て
い
な
い
。

２
．
敷
地
周
辺
の
地
震
発
生
状
況

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
再
掲
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7
4
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1
1
8
5
.

1
3
2
5
.

1
5
8
6
.

1
6
6
2
.

1
8
1
9
.

1
8
9
1
.

1
9
0
9
.

1
9
2
7
.

1
9
4
8
.

1
9
6
3
.

美
浜
発
電
所

4

地
震
諸
元
は
｢日
本
被
害
地
震
総
覧

5
9
9
-
2
0
1
2
｣(

1
8
8
4

年
以
前

)、
｢宇
津
カ
タ
ロ
グ

(1
9
8
2
)｣

(1
8
8
5
年
～

1
9
2
2
年

)、
｢気
象
庁
地
震
カ
タ
ロ
グ
｣(

1
9
2
3
年
以
降

)に
よ
る

■
敷
地
周
辺
で
過
去
に
発
生
し
た
被
害
地
震

○
内
陸
地
殻
内
地
震

敷
地
周
辺
の
主
な
被
害
地
震
と
し
て
、

1
3
2
5
年
近
江
北
部
の
地
震
、

1
9
6
3
年
越
前
岬
沖
地
震
、

1
6
6
2
年
山
城
・
大
和
・
河
内
・
和
泉
・
摂
津
・

丹
後
・
若
狭
・
近
江
・
美
濃
・
伊
勢
・
駿
河
・
三
河
・
信
濃
の
地
震
、

1
8
9
1
年
濃
尾
地
震
等
が
発
生
し
て
い
る
。

○
プ
レ
ー
ト
間
地
震

南
海
ト
ラ
フ
に
沿
っ
て
Ｍ

8
ク
ラ
ス
の
プ
レ
ー
ト
間
地
震
が
繰
り
返
し
発
生

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
地
震
は
い
ず
れ
も
敷
地
か
ら

2
0
0
km
を
超
え
る

範
囲
で
発
生
し
て
お
り
、
敷
地
で
震
度
Ⅴ
以
上
が
想
定
さ
れ
る
地
震
は

な
い
こ
と
か
ら
、
敷
地
へ
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
く
な
い
。

○
ス
ラ
ブ
内
地
震

敷
地
周
辺
地
域
で
は
、
沈
み
込
ん
だ
プ
レ
ー
ト
内
で
発
生
し
た
と

考
え
ら
れ
る
陸
域
の
や
や
深
い
地
震
と
し
て

1
9
5
2
年
吉
野
地
震
、

1
9
9
4
年
滋
賀
県
中
東
部
の
地
震
等
が
該
当
し
、
そ
れ
ら
の
地
震
の
多
く
が

近
畿
中
南
部
で
発
生
し
て
お
り
、
ま
た
敷
地
か
ら
離
れ
た
場
所
で
発
生

し
て
い
る
た
め
、
敷
地
へ
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
く
な
い
。

○
ア
ウ
タ
ー
ラ
イ
ズ
地
震

海
溝
軸
付
近
で
発
生
し
た
地
震
と
し
て
、

2
0
0
4
年
紀
伊
半
島
南
東
沖
地
震

等
が
該
当
す
る
が
、
敷
地
か
ら

2
0
0
km
を
超
え
る
範
囲
で
発
生
し
て
お
り
、

敷
地
へ
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
く
な
い
。

○
そ
の
他
の
地
震

敷
地
周
辺
地
域
で
は
、
上
記

4
種
類
の
地
震
の
い
ず
れ
に
も
分
類
さ
れ

な
い
特
徴
的
な
地
震
は
発
生
し
て
い
な
い
。

19
52
年
吉
野
地
震

19
94
年
滋
賀
県

中
東
部
の
地
震

14
98

18
54

10
96

19
06

19
84

19
44

２
．
敷
地
周
辺
の
地
震
発
生
状
況

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
再
掲



5
３
．
敷
地
周
辺
の
活
断
層
の
分
布

■
若
狭
湾
周
辺
の
主
な
断
層
の
分
布

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
か
ら
変
更

-

琵
琶
湖

若
狭
湾

三方断層Ｃ断層

ウ
ツ
ロ
ギ
峠
北
方
－
池
河
内
断
層

浦
底
－
内
池
見
断
層

-

高
浜

発
電
所

大
飯

発
電
所

白
木
－
丹
生
断
層

美
浜

発
電
所

醍
醐
断
層

大
清
水
断
層

門
前
断
層

0
20

km

甲
楽
城
沖
断
層

安島岬沖断層

（
注
）
敷
地
か
ら
半
径
約

3
0k

m
の
範
囲
の
主
な
断
層
に
つ
い
て
図
示
し
て
い
る
。

美
浜
発
電
所
か
ら
半
径

3
0
km

若
狭
湾

柳
ヶ
瀬
山
断
層



6

■
敷
地
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
過
去
の
地
震

敷
地
周
辺
の
過
去
の
地
震
の

M
-
Δ
図

震
度

5弱
（
19

96
年
以
前
は
震
度
Ⅴ
）程
度
以
上
と

推
定
さ
れ
る
過
去
の
地
震
を
敷
地
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
被
害
地
震
と
し
て
、
表
の
と
お
り
抽
出
す
る
。

番
号

発
生
年
月
日

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

震
央
距
離

（
km
）

地
名

（
地
震
名
）

1
74

5.
6.

5
7.

9
80

美
濃

2
11

85
.8

.1
3

7.
4

79
近
江
・
山
城
・
大
和

3
13

25
.1

2.
5

6.
5

16
近
江
北
部

4
15

86
.1

.1
8

7.
8

76
畿
内
・
東
海
・
東
山
・

北
陸
諸
道

5
16

62
.6

.1
6

7.
5

45

山
城
・
大
和
・
河
内
・

和
泉
・
摂
津
・
丹
後
・

若
狭
・
近
江
・
美
濃
・

伊
勢
・
駿
河
・
三
河
・

信
濃

6
18

19
.8

.2
7 

1/
4

63
伊
勢
・
美
濃
・
近
江

7
18

91
.1

0.
28

8.
0

58
愛
知
県
・
岐
阜
県

＜
濃
尾
地
震
＞

8
19

09
.8

.1
4

6.
8

45
滋
賀
県
姉
川
付
近

＜
江
濃

(姉
川

)地
震
＞

9
19

27
.3

.7
7.

3
94

京
都
府
北
西
部

＜
北
丹
後
地
震
＞

10
19

48
.6

.2
8

7.
1

60
福
井
平
野

＜
福
井
地
震
＞

11
19

63
.3

.2
7

6.
9

20
福
井
県
沖

＜
越
前
岬
沖
地
震
＞

7
4
5

1
1
8
5

1
3
2
5

1
5
8
6

1
6
6
2

1
8
1
9

1
8
9
1

1
9
0
9

1
9
2
7

1
9
4
8

1
9
6
3

4
.0

5
.0

6
.0

7
.0

8
.0

9
.0

0
5
0

1
00

1
50

2
00

マグニチュード(Ｍ)

震
央
距
離

(k
m

)

[ Ⅵ
]

[Ⅴ
]

[Ⅳ
]

４
．
検
討
用
地
震
の
選
定

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
再
掲

【
Ⅳ
】
、
【
Ⅴ
】
、
【
Ⅵ
】
は
気
象
庁
震
度
階
級
で
、
震
度
の
境
界
線
は

村
松
（
1
9
6
9
）
、
勝
又
・
徳
永
（
1
9
7
1
）
に
よ
る



7

敷
地
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
過
去
の
地
震
の
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
図

（
N

o
da

 e
t 

al
.(
2
0
0
2
)に
よ
る
）

■
検
討
用
地
震
の
選
定
（
過
去
の
地
震
）

h
=
0
.
0
5

cm
/s2

)

加
速
度

(
cm

/s

変
位
(c
m)

加
速
度

(

変
位
(c
m)

変
位
(c
m)

10
0

10
0

10
00

0
50

00
50

00

10

20
00

10
00 50

0
50

0

1

20
0

10
0
10

0

0.
1

0.
111010
0

10
00

0.
01

0.
1

1
10

擬似速度応答スペクトル(cm/s)

周
期

(s
ec
)

h
=0

.0
5

番
号

発
生
年
月
日

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

等
価
震
源

距
離
（
km
）

地
名

（
地
震
名
）

1
74

5.
6.

5
7.

9
89

.2
美
濃

2
11

85
.8

.1
3

7.
4

82
.5

近
江
・
山
城
・
大
和

3
13

25
.1

2.
5

6.
5

18
.7

近
江
北
部

4
15

86
.1

.1
8

7.
8

83
.9

畿
内
・
東
海
・
東
山
・

北
陸
諸
道

5
16

62
.6

.1
6

7.
5

52
.0

山
城
・
大
和
・
河
内
・

和
泉
・
摂
津
・
丹
後
・

若
狭
・
近
江
・
美
濃
・

伊
勢
・
駿
河
・
三
河
・

信
濃

6
18

19
.8

.2
7 

1/
4

66
.2

伊
勢
・
美
濃
・
近
江

7
18

91
.1

0.
28

8.
0

72
.3

愛
知
県
・
岐
阜
県

＜
濃
尾
地
震
＞

8
19

09
.8

.1
4

6.
8

46
.9

滋
賀
県
姉
川
付
近

＜
江
濃

(姉
川

)地
震
＞

9
19

27
.3

.7
7.

3
96

.4
京
都
府
北
西
部

＜
北
丹
後
地
震
＞

10
19

48
.6

.2
8

7.
1

62
.5

福
井
平
野

＜
福
井
地
震
＞

11
19

63
.3

.2
7

6.
9

24
.6

福
井
県
沖

＜
越
前
岬
沖
地
震
＞

 
7
4
5
年
美
濃
の
地
震

(
M
7
.
9
,
X
e
q
=
8
9
.
2
k
m
)

1
1
8
5
年
近
江
・
山
城
・
大
和
の
地
震

(
M
7
.
4
,
X
e
q
=
8
2
.
5
k
m
)

1
3
2
5
年
近
江
北
部
の
地
震

(
M
6
.
5
,
X
e
q
=
1
8
.
7
k
m
)

1
5
8
6
年
畿
内
・
東
海
・
 東
山
・
北
陸
諸
道
の
地
震

(
M
7
.
8
,
X
e
q
=
8
3
.
9
k
m
)

1
6
6
2
年
山
城
・
大
和
・
河
内
・
和
泉
・
摂
津
・
丹
後
・
若
狭
・
近
江

・
美
濃
・
伊
勢
・
駿
河
・
三
河
・
信
濃
の
地
震

(
M
7
.
5
,
X
e
q
=
5
2
.
0
k
m
)

1
8
1
9
年
伊
勢
・
美
濃
・
近
江
の
地
震

(
M
7
 
1
/
4
,
X
e
q
=
6
6
.
2
k
m
)

1
8
9
1
年
愛
知
県
・
岐
阜
県
の
地
震
＜
濃
尾
地
震
＞

(
M
8
.
0
,
X
e
q
=
7
2
.
3
k
m
)

1
9
0
9
年
滋
賀
県
姉
川
付
近
の
地
震
＜
江
濃
（
姉
川
）
地
震
＞

(
M
6
.
8
,
X
e
q
=
4
6
.
9
k
m
)

1
9
2
7
年
京
都
府
北
西
部
の
地
震
＜
北
丹
後
地
震
＞

(
M
7
.
3
,
X
e
q
=
9
6
.
4
k
m
)

1
9
4
8
年
福
井
平
野
の
地
震
＜
福
井
地
震
＞

(
M
7
.
1
,
X
e
q
=
6
2
.
5
k
m
)

1
9
6
3
年
福
井
県
沖
の
地
震
＜
越
前
岬
沖
地
震
＞

(
M
6
.
9
,
X
e
q
=
2
4
.
6
k
m
)

４
．
検
討
用
地
震
の
選
定

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
再
掲



7

8

9

1
0 11

1
2

1
3

1
4

1

2

3

4

5

6

1
5

4
.0

5
.0

6
.0

7
.0

8
.0

9
.0

0
5
0

10
0

1
50

2
00

マグニチュード(Ｍ)

震
央
距
離

(k
m

)

8

敷
地
周
辺
の
主
な
活
断
層
に
よ
る
地
震
の

M
-
Δ
図

【
Ⅳ
】
、
【
Ⅴ
】
、
【
Ⅵ
】
は
気
象
庁
震
度
階
級
で
、
震
度
の
境
界
線
は

村
松
（
1
9
6
9
）
、
勝
又
・
徳
永
（
1
9
7
1
）
に
よ
る

■
敷
地
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
活
断
層
に
よ
る
地
震

※
1
：
地
震
動
評
価
上
の
長
さ

※
2
：
断
層
中
央
位
置
か
ら
の
距
離

震
度

5
強
程
度
以
上
と
推
定
さ
れ
る
活
断
層
に
よ
る
地
震
を

表
の
と
お
り
抽
出
す
る
。

番
号

断
層
名

長
さ

(k
m

)
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
震
央
距
離

(k
m

)※
2

1
Ｃ
断
層

18
6.

9
7

2
三
方
断
層

27
7.

2
15

3
白
木
－
丹
生
断
層

15
6.

8
6

4
大
陸
棚
外
縁
～
Ｂ
～
野
坂
断
層

49
7.

7
6

5
安
島
岬
沖
～
和
布
－
干
飯
崎
沖

～
甲
楽
城
断
層

76
8.

0
41

6
浦
底
－
内
池
見
断
層

21
7.

0
7

7
Ｆ
Ｏ
－
Ａ
～
Ｆ
Ｏ
－
Ｂ
～
熊
川
断
層

63
.4
※

1
7.

8
30

8
ウ
ツ
ロ
ギ
峠
北
方
－
池
河
内
断
層

24
7.

1
13

9
濃
尾
地
震
断
層
系

80
8.

0
66

10
柳
ヶ
瀬
断
層

31
7.

3
22

11
敦
賀
断
層

23
7.

1
16

12
琵
琶
湖
西
岸
断
層
系

60
7.

8
53

13
花
折
断
層

58
7.

8
59

14
Ｆ
Ｇ
Ａ
3東
部
断
層

29
7.

3
40

15
甲
楽
城
沖
断
層
～
浦
底
断
層

～
池
河
内
断
層
～
柳
ヶ
瀬
山
断
層

36
7.

4
9

Ｍ
－
Δ
図
よ
り
、
敷
地
へ
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る

大
陸
棚
外
縁
～
Ｂ
～
野
坂
断
層
を
検
討
用
地
震
に
選
定
す
る
。

４
．
検
討
用
地
震
の
選
定

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
再
掲

[Ⅳ
]

[Ⅴ
]

[Ⅵ
]



0.
111010
0

10
00

0.
01

0.
1

1
10

擬似速度応答スペクトル(cm/s)
周

期
(s
ec
)

Ｃ
断
層

(M
6.

9,
X
eq
=
10
.
6k
m
,N
F
RD
考
慮

)
三
方
断
層

(M
7.
2
,X
e
q=
1
5.
1
km
,
NF
R
D考
慮

)

白
木
－
丹
生
断
層

(M
6.
8
,X
e
q=
1
1.
8
km
,
NF
R
D考
慮

)
安
島
岬
沖
～
和
布
ー
干
飯
崎
沖
～
甲
楽
城
断
層

(M
8.

0,
X
eq
=
32
.
9k
m
)

浦
底
－
内
池
見
断
層

(M
7
.0
,
Xe
q
=1
3
.1
k
m)

F
O-
A～

F
O-
B～
熊
川
断
層

(M
7.
8
,X
e
q=
3
5.
1
km
)

ウ
ツ
ロ
ギ
峠
北
方
～
池
河
内
断
層

(M
7.
1
,X
e
q=
1
6.
9
km
)

濃
尾
地
震
断
層
系

(M
8.
0
,X
e
q=
6
2.
5
km
)

柳
ヶ
瀬
断
層

(M
7
.3
,
Xe
q
=2
3
.7
k
m)

敦
賀
断
層

(M
7.
1
,X
e
q=
1
9.
3
km
)

琵
琶
湖
西
岸
断
層
系

(M
7
.8
,
Xe
q
=4
5
.9
k
m)

花
折
断
層

(M
7.
8
,X
e
q=
5
3.
8
km
)

F
GA
3東
部
断
層

(M
7.

3,
X
eq
=
41
.
8k
m
)

甲
楽
城
沖
断
層
～
浦
底
断
層
～
池
河
内
断
層

～
柳
ヶ
瀬
山
断
層

(M
7.
4
,X
e
q=
1
5.
3
km
)

h
=0

.0
5

9

■
検
討
用
地
震
の
選
定
（
活
断
層
に
よ
る
地
震
）

M
-
Δ
図
及
び

N
o
d
a 

e
t 

al
.(
2
0
0
2
)に
よ
る
地
震
動
評
価
結
果
を
基
に
、

Ｃ
断
層
、
三
方
断
層
、
白
木
－
丹
生
断
層
、
大
陸
棚
外
縁
～
Ｂ
～
野
坂
断
層
、

安
島
岬
沖
～
和
布
－
干
飯
崎
沖
～
甲
楽
城
断
層
及
び
甲
楽
城
沖
断
層
～

浦
底
断
層
～
池
河
内
断
層
～
柳
ヶ
瀬
山
断
層
に
よ
る
地
震
を

検
討
用
地
震
と
し
て
選
定
す
る
。

N
o
da

 e
t 

al
.(
2
0
0
2
)の
適
用
外

番
号

断
層
名

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

等
価
震
源
距
離
※

(k
m

)
1

Ｃ
断
層

6.
9

10
.6

2
三
方
断
層

7.
2

15
.1

3
白
木
－
丹
生
断
層

6.
8

11
.8

4
大
陸
棚
外
縁
～
Ｂ
～
野
坂
断
層

7.
7

13
.3

5
安
島
岬
沖
～
和
布
－
干
飯
崎
沖

～
甲
楽
城
断
層

8.
0

32
.9

6
浦
底
－
内
池
見
断
層

7.
0

13
.1

7
Ｆ
Ｏ
－
Ａ
～
Ｆ
Ｏ
－
Ｂ
～
熊
川
断
層

7.
8

35
.1

8
ウ
ツ
ロ
ギ
峠
北
方
－
池
河
内
断
層

7.
1

16
.9

9
濃
尾
地
震
断
層
系

8.
0

62
.5

10
柳
ヶ
瀬
断
層

7.
3

23
.7

11
敦
賀
断
層

7.
1

19
.3

12
琵
琶
湖
西
岸
断
層
系

7.
8

45
.9

13
花
折
断
層

7.
8

53
.8

14
Ｆ
Ｇ
Ａ
3東
部
断
層

7.
3

41
.8

15
甲
楽
城
沖
断
層
～
浦
底
断
層

～
池
河
内
断
層
～
柳
ヶ
瀬
山
断
層

7.
4

15
.3

Ｃ
断
層

三
方
断
層

白
木

-
丹
生
断
層

安
島
岬
沖
～
和
布

-干
飯
崎
沖
～
甲
楽
城
断
層

Ｆ
Ｇ
Ａ
３
東
部
断
層

(M
7
.3

,X
eq

=
4
1
.8

k
m

)

※
矩
形
断
層
を
仮
定
し
て
算
定

４
．
検
討
用
地
震
の
選
定

甲
楽
城
沖
断
層
～
浦
底
断
層
～

池
河
内
断
層
～
柳
ヶ
瀬
山
断
層

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
再
掲

敷
地
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
活
断
層
に
よ
る
地
震
の
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
図

（
N

o
da

 e
t 

al
.(
2
0
0
2
)に
よ
る
）
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■
敷
地
周
辺
の
過
去
の
地
震
及
び
活
断
層
に
つ
い
て
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
、

震
央
距
離
及
び
敷
地
で
想
定
さ
れ
る
震
度
の
関
係
等
か
ら
影
響
の
大
き
い

地
震
を
抽
出
。

■
過
去
の
地
震
に
比
べ
て
活
断
層
に
よ
る
地
震
の
影
響
が
上
回
る
た
め
、

以
下
の
６
つ
の
活
断
層
に
よ
る
地
震
を
検
討
用
地
震
と
し
て
選
定
し
た
。

・
Ｃ
断
層

・
三
方
断
層

・
白
木
－
丹
生
断
層

・
大
陸
棚
外
縁
～
Ｂ
～
野
坂
断
層

・
安
島
岬
沖
～
和
布
－
干
飯
崎
沖
～
甲
楽
城
断
層

・
甲
楽
城
沖
断
層
～
浦
底
断
層
～
池
河
内
断
層
～
柳
ヶ
瀬
山
断
層

４
．
検
討
用
地
震
の
選
定

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
か
ら
変
更
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■
敷
地
周
辺
で
実
施
し
た
各
種
調
査
結
果
を
組
み
合
わ
せ
て
、
地
下
構
造
モ
デ
ル
を
策
定
す
る
。

約
2
0
0
m

4
km
程
度

敷 地 内 微 動 ア レ イ 観 測

主
と
し
て
深
部
の
地
下
構
造

モ
デ
ル
の
設
定
に
用
い
る
。

浅
部
の
減
衰
定
数
の

評
価
に
用
い
る
。

浅
部
の
速
度
構
造
の

評
価
に
用
い
る
。

特
異
な
構
造
の
有
無
の

確
認
に
用
い
る
。

試 掘 坑 内 弾 性 波 試 験

Ｐ Ｓ 検 層

地 震 観 測

反 射 法 地 震 探 査

敷 地 内 の 単 点 微 動 観 測

地 質 構 造 の 評 価

Ｑ 値 測 定

不 均 質 強 度 の 評 価
敦 賀 半 島 の 微 動 ・ 地 震 水 平 ア レ イ 観 測

浅
部
地
下
構
造
の
評
価

減
衰
定
数
の
評
価

深
部
地
下
構
造
の
評
価

５
．
地
下
構
造
モ
デ
ル
の
策
定

第
2
5
7
回
審
査
会
合

資
料
再
掲
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敷
地
内
地
質
調
査
位
置
図

■
変
動
地
形
学
的
調
査
、
地
表
地
質
調
査
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、
剥
ぎ
取
り
調
査
等
を
実
施

（
地
質
構
造
の
評
価
）

５
．
地
下
構
造
モ
デ
ル
の
策
定

第
2
5
7
回
審
査
会
合

資
料
再
掲



※
D
級
、

C
L
級
、

C
M
級
、

C
H
級
は
岩
級
区
分

＋
：
花
崗
岩

⊥
：
ド
レ
ラ
イ
ト

13

３
号
炉
地
質
断
面
図

■
原
子
炉
建
屋
基
礎
岩
盤
に
つ
い
て
は
、
概
ね

C
M
級
以
上
の

岩
盤
が
基
礎
直
下
よ
り
確
認
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｍ
級

キ
ー
プ
ラ
ン

（
地
質
構
造
の
評
価
）

５
．
地
下
構
造
モ
デ
ル
の
策
定

第
2
5
7
回
審
査
会
合

資
料
か
ら
変
更
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14

Ｐ
Ｓ
検
層
の
結
果
か
ら
、
極
浅
部
に
お
い
て
は
地
質
の
違
い
や

風
化
の
影
響
等
に
よ
り
、
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

敷
地
全
体
に
わ
た
っ
て
硬
質
な
岩
盤
を
確
認
。

標高（m）

美
浜
発
電
所

P
S
検
層
実
施
位
置

Ｐ
波
速
度
構
造

■
敷
地
浅
部
の
速
度
構
造
（
敷
地
内
ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
）

M
1
-
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S
波
速
度
（
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１
１
０
０

(ダ
ウ
ン
ホ
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法

)

（
Ｐ
Ｓ
検
層
）

５
．
地
下
構
造
モ
デ
ル
の
策
定

第
2
5
7
回
審
査
会
合

資
料
再
掲


